
令和５年度 シラバス 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 必修・選択 単位数  2 

教科書・ 

副教材等 
高校美術 （日本文教出版株式会社） 

学習の 

到達目標 

美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、生
活や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目
指す。 
（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表

現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。 
（2） 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主

題を生成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識をもって美術や美術文化に対す
る見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 

（3） 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育
むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態
度を養う。 

評価の 

観点 

a. 知識・技能 b.  思考・判断・表現 c.  主体的に取り組む態度 

造形の要素の働きを理解し
ている。 
全体のイメージや作風、様

式などで捉えることを理解し
ている。 
材料や用具の特性を生か

し、創造的に表現している。 

感じ取ったことや目的を理
解して主題を生成し、創造的
に構想している。 
感じ取ったことや目的など

を基にして鑑賞し、想像力を
働かせて鑑賞している。 

主体的に美術の活動に取り
組み、生涯にわたり美術を愛
好する心情が育っている。 
感性を高め、美術文化に親

しみ、心豊かな生活や社会を
創造していこうとしている。 

評価の 

方法 

上記３つの観点について、授業への出席状況、授業中の態度、制作作品及びレポート等か
ら、総合的に評価を行う。 

 単元 主な学習内容 

前 

 

 

 

 

期 

美術オリエンテーション 
 
デザイン【マークのデザイン】 
・私を表すマークをつくる 
 
絵画【身近なものを描く】 
・鉛筆を使った表現 
・絵の具を使った表現 
・画材を選択して表現 

・美術とは何かを考え、意見を皆で共有します。 
 
・ロゴタイプやシンボルマークについて学習します。 
・実際にロゴマークを制作し鑑賞します。 
 
・絵画について学習します。 
・絵画制作で用いる画材の特徴について理解します。 
・画材の特徴を生かして身近なものを描きます。 
・画材を選択して、自画像を描きます。 
・作品を鑑賞します。 

後 

 

 

 

 

期 

立体【いきもの彫刻】 
・彫刻作品の鑑賞 
・石塑粘土を用いた彫刻 
・金属塗料による塗装 
 
映像メディア表現【写真表現】 
・日常生活の写真撮影 
・組み写真の制作 
・プレゼンテーション 

・彫刻について学習します。 
・彫刻作品を鑑賞し、彫刻とは何かを理解します。 
・粘土の特性を理解して、いきものを彫刻で表現します。 
・作品を塗装することで、質感を変化させます。 
 
・写真表現について学習します。 
・日常生活で心動いた瞬間を写真で記録します。 
・３枚の組み写真を制作し、言葉を加えて作品化します。 
・作品をプレゼンテーションします。 

 


